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ピアノソロ ６ ２ １ ２ １ １２
連 弾 １ １ １ ３
２台ピアノ １ １ １ １ ４
２台８手 ２ ２
エレクトーン １ １ ２
ピアノとエレクトーン １ １
その他のアンサンブル ２ ３ ２ １ ８





































ピアノソロ ４ １ ５
連 弾 １ １
２台ピアノ １ １ １ ３
２台８手 ２ １ ３
エレクトーン １ １ ２
ピアノとエレクトーン ０
その他のアンサンブル １ ２ ４ ２ ９








































































Ⅵ ま と め
えぽあ新春コンサート第１～３回を３年間にわたり開催し，アンケート結果からは概ねこの
音楽企画の趣旨に対する賛同や期待が得られたものと結論付けている。
今後の大学と地域社会は，少子高齢化に拍車がかかり，大きな変化をとげてゆくことになる
が，その変化に「えぽあ新春コンサート」も対応していきたいと考えている。
家の中にひきこもりになりがちな厳寒の１月に，人々が音楽を聴きにホールへ集まることは，
心身の健康の上からも重要なことであろう。また，学生と一般聴衆とのコミュニケーションと
しても大きな意義があり，教員には両者を繋ぐ役割があると考えている。歌謡曲やポピュラー
だけでなく，クラシック音楽等も音楽の生涯学習として大いに貢献できるよう，もっと生活の
中に根付いて欲しいものである。
音楽や芸術が，これからの時代にどれほど必要なもので，どれほど役に立つかは未知数であ
るが，その大きな鍵は学生の活躍にあると予想し，今後も大学開放としての「えぽあ新春コン
サート」を継続したいと考えている。
本研究は，北方圏学術情報センター音楽教育研究プロジェクトの研究助成によるものである。
【参考文献】
・鈴木しおり著『地域都市の音楽文化振興の研究』中西出版，１９９７年。
・鈴木しおり・永留淳也（共著）「えぽあ新春コンサート＆SATTAMA 公演実施に関する報告書」
（『北翔大学生涯学習システム学部研究紀要 第８号』，２０９～２２１頁，２００８年。）
７０ 鈴木：「えぽあ新春コンサート（第２回，第３回）」公演実施に関する報告書
